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1．病院の分布

1986年10月1日現在における我が国の医療施設の総数は、13万6242施設

である。このうち、病院は9699施設(7.1％)で、他は一般診療所7万9369

施設（58.3％）、歯科診療所4万7174施設（34.6％）である。

病院の種類別内訳では、一般の病院（内科などの診療科目をもつ）が、

8613施設（88.0％）で、他は精神病・伝染病・結核・らい病などを扱う専

門の施設（12.0％）である。

病院の開設者別内訳では、最も多いのは法人および個人で、合わせて7837

施設、公立1370施設、国立342施設、大学付属150施設である。

救急医療に従事する救急指定病院は3733施設あり、都道府県別では、最

も多いのは東京都の386施設で、最も少ないのは沖縄県の11施設である。

病院とは、各種の医療施設の中で、医療法により20以上の病床を持つ一

般の病院である。

〔凡例および作図の要点〕

病院は、1施設ごとに所在地をドットで示したが、過密地城では、特定

数（1～50施設）にまとめて表わした。

〔主な資料〕

1.厚生省,昭和61年医療施設調査病院報告

2.人口10万人あたり病床数

1986年10月1日現在における我が国の医療施設の病床数は、181万6194

床である。このうち、病院の一般病床数は111万7700床(61.5％)で、1病

院あたりの病床数は158.1床である。また、一般診療所の病床数は28万2046

床（15.5％）で、有床の1診療所あたりの病床数は11.0床である。

人口10万人あたりの病床数の平均は、1150.4床(病院の一般病床918.6床・

一般診療所231.8床)である。都道府県別では、高知・石川・徳島の各県に

多く、埼玉・神奈川など大都市周辺の各県に少ない。

1986年の1年間における在院患者延総数は、4億7731万1303人で、この

うち、一般病床の利用患者は、3億3935万3648人である。1日の平均在院

患者数は130万7702人で、このうち、一般病床の利用患者は、92万9736人

（71.1％）である。

病床数とは、医療施設の中で病院の一般病床および一般診療所の病床の

総数である。

〔主な資料〕

1.厚生省,昭和61年医療施設調査病院報告

2.人口10万人あたり医師数

1986年12月31日現在における我が国の届出医師の総数は、19万1346人で

ある。このうち、男性は17万1015人（89.4％）女性は2万331人(10.6％)

である。また、歯科医師免許を併せてもつ者は356人、外国人は1948人、

平均年齢は47.3歳である。

年齢の階級区分では、最も多いのは30歳から39歳の5万4678人で、全医

師数の28.6％を占め、若い年齢層では病院勤務者が多く、また、高年齢層

では病院開設者が多い。

人口10万人あたり医師数の平均は、150.5人である。都道府県別では、

最も多いのは東京都の2066人で、最も少ないのは埼玉県の94.6人である。

届出歯科医師の総数は、6万6797人である。このうち、男性は5万8180

人（87.1％）、女性は8617人（12.9％）であり、また、外国人は545人、

平均年齢は45.2歳である。

人口10万人あたりの歯科医師数の平均は、53.3人である。都道府県別で

は、最も多いのは東京都の91.9人で、最も少ないのは沖縄県の31.8人であ

る。

医師数とは、我が国に住んでいて、我が国の医籍に登録し医師になる届

出をした者（但し歯科医師は含まず）の総数である。

〔主な資料〕

1.厚生省,昭和61年医師・歯科医師・薬剤師調査

3.死因別死亡数

1986年の1年間における我が国の病気による死亡者の総数は、69万2795

人である。このうち、男性は36万7597人、女性は32万5198人である。これ

は前年より3094人の減少である。都道府県別では、最も多いのは東京都の

5万8797人で、最も少ないのは鳥取県の4609人である。

死亡の原因別内訳では、悪性新生物による19万1654人・心疾患による14

万2581人・脳血管疾患による12万9289人などが多く、この3疾患だけで全

死亡者数の61.8％を占め、いわゆる「死亡原因の3大疾患」になっている。

都道府県別では、悪性新生物はすべてに第1位であるが、第2位は、心疾

患と脳血管疾患が地域的に入れ替っている。心疾患は北海道・南関東以西

の各県・沖縄県などの34県で、また、脳血管疾患は東北・北関東の各県・

富山県、島根県などの13県で、それぞれ第2位になっている。

現在は、死亡原因の下位になった胃腸炎・全結核などは、かつては「国

民病」と呼ばれて第1位にあった。死亡原因は、国民の生活環境の変化に

より、その死亡順位も変化してきている。

人口10万人あたり疾病による死亡数の平均は、621人である。都道府県

別では、最も多いのは高知県の857人で、最も少ないのは神奈川県の454

人である。

死因別死亡数とは、死因を死亡者の死亡診断書に記載された死亡原因別

に分類（国際間で基準が統一されている）した総数である。

〔凡例と作図の要点〕

死亡者とは、1976年および1986年の1月1日から12月31日までに、我が

国において病気により死亡した日本人で、1977年および1987年1月14日ま

でに市区町村長に届出がなされた者である。交通事故・自殺による死亡者

および死産、新生児（生後4週未満）・乳児（生後1年未満）の死亡者は

含まない。

〔主な資料〕

1.厚生省,昭和61年人口動態統計

4.社会福祉施設の分布

1986年10月1日現在における我が国の社会福祉施設の総数は、4万8366

施設である。このうち、主なものは保育所2万2879施設、児童福祉1万418

施設、老人福祉4787施設、精神薄弱者援護1221施設である。都道府県別で

は、最も多いのは東京都の3499施設で、最も少ないのは佐賀県の392施設

である。

施設の経営者別内訳では、公営が3万232施設で、私営が1万8134施設

である。

施設の入所定員は257万7788人で、このうち、保育所は204万9821人、

老人福祉は21万2885人、その他は31万5082人である。

施設で働く従事者数は55万8665人で、このうち、女子従事者が42万7957

人で76.6％を占めている。

〔凡例と作図の要点〕

公営とは、国、都道府県、指定都市、その他の市町村が経営する施設で、

私営とは、社会福祉法人、社団・財団および日赤、その他の法人、その他

が経営する施設である。国が設置しその経営を私に委託している施設は私

営に含めた。

各福祉施設の内訳は次の通りである。

1.老人福祉施設（4787箇所・21万2885人・老人福祉法による）

養護老人ホーム（一般）、養護老人ホーム（盲）、特別養護老人ホーム

軽費老人ホーム（A型）、軽費老人ホーム（B型）。

2.身体障害者更生援護施設（892箇所・3万4874人・身体障害者福祉法に

よる）

肢体不自由者更生施設、視覚障害者更生施設、聴覚・言語障害者更生施

設、内部障害者更生施設、身体障害者療護施設、重度障害者授産施設、

重度身体障害者授産施設、身体障害者通所授産施設、身体障害者福祉工

場。

3.児童福祉施設（1万418箇所・9万8684人・児童福祉法による）ただし

保育所は除いてある。

精神薄弱児施設、自閉症児施設、精神薄弱児通園施設、盲児施設、ろう

あ児施設、難聴幼児通園施設、虚弱児施設、肢体不自由児施設、肢体不

自由児通園施設、肢体不自由児療護施設、重症心身障害児施設、情緒障

害児短期治療施設。

4.精神薄弱者援護施設(1221箇所・7万2085人・精神薄弱者福祉法による)

精神薄弱者更生施設（入所）、精神薄弱者更生施設（通所）、精神薄弱

者授産施設（入所）、精神薄弱者授産施設（通所）。

〔主な資料〕

1.厚生省,昭和61年社会福祉施設調査報告

病院数の推移

(医療施設調査病院報告から作成)

病院の種類の割合(1986) 医療施設数の割合(1986)

総数13万6242総数9699

(医療施設調査病院報告から作成) (医療施設調査病院報告から作成)

施設の種類別
病床数の割合(1986)
総数181万6194床

病院の業種別
医療従事者数の割合(1986)

総数122万9386人

(医療施設調査病院報告から作成) (医療施設調査病院報告から作成)

社会福祉施設総数および
児童福祉・老人福祉施設数の推移

社会福祉施設の定員数
および従事者数の推移

(社会福祉施設調査報告から作成) (社会福祉施設調査報告から作成)

181

(人口動態統計から作成)

死因別死亡数の推移

(医療施設調査病院報告から作成)

l.医師
2.歯科医師
3.薬剤士
4.看護婦(士)・助産婦等
5.歯科衛生士・技工士
診療放射線技士
臨床検査技士等
6.栄養士
マッサージ師等
7.医療社会事業従事者
事務職員等

社 会45 45

歯科診療所数(1986)

1000

500

100



病 院 の 分 布

45.1
病 院 の 分 布

(1986)

病院数

国 立

公 立

法人および個人

大学付属

1:4,000,000

182

50

1986.10.1現在

1

5

10



(1986)
45.2

1,800床以上 都府県界

1,500床以 1,800床未満
市町村界および東京都の区界

1,200床以 1,500床未満

900床以 1,200床未満

600床以 900床未満

300床以 600床未満

300床未満
1:5,000,000

病床なし

(1986)

都府県界

市町村界および東京都の区界

1:5,000,000
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人口10万人あたり病床数. 人口10万人あたり医師数

人口10万人あたり病床数
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全国平均 1,150.4床

上

上

上

上

上

人口10万人あたり医師数

1986.12.31現在

全国平均 150.5人

医師なし

30人未満

180人以上

30人以上

60人以上

90人以上

120人以上
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60人未満

90人未満

120人未満

150人未満

180人未満
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死因別死亡数

死因別死亡数

死因別死亡数

死亡数

死亡数

都道府県名

単位(100人)

脳 血 管 疾 患

悪 性 新 生 物

心 疾 患

肺炎・気管支炎

老 衰

糖 尿 病

高血圧性疾患

その他の疾病

700人以上 750人未満

650人以上 700人未満

600人以上 650人未満

550人以上 600人未満

500人以上 550人未満

500人未満

750人以上

人口10万人あたり疾病による死亡数死因別

富山
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私営公営

1:4,000,000
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1986.10.1現在

社会福祉施設の分布

老人福祉施設

身体障害者更生援護施設

児童福祉施設

精神薄弱者援護施設

社会福祉施設の分布
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